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潤
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す
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^
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を
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す
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.は「

出

し

て

は

資

■

:
第

+
四

卷

2

5

1七，〕

.

.論說
ロ
ォ
ド
ぺ
ル
ト
ス
の
地
代
論

^

ヵ̂
ド̂す
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5

ニ八〕

論

耽

' 

ロ
ォ
ド
べ
ル
ト
.？1
の
地
代
論
と
リ
ヵ
,1
/
ドォ 

第
十
一
鉞
ニ
六

本

0
產
の
一
須
目
を
な
し
、而
し

.V

製
造
產
物
に
歸
廊
す
，る

®

子
'部

分は
..

此
パ
資
本
财
產
に
對
し 

て
利
澗
'と
し
.て
箅
當
せ
ら
れ
な 

<
 
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
广
然
る
に
農
業
賢
本
に
於
て
は
此 

部
分
が
缺
け
て
ぶ
る
。
農
業
は
豫
め
行
は

/れ
た
生
產
の
結
果
を
原
料
と
し
て
要
：す
る

Z
ビ
が 

な
く
全
く
始
め
て

生
..

產
を
行
ふ
の
で

.あ
る
。

而
：し
て
農
業
に
於
て
.原

料

に

相

當

す

る

財

產

部 

分
ぢ
云
へ
ば
、
:±
地
^

物
で
ぁ
る
だ
ら
ぅ
が
、是
は
有
砂
る
：學
說
に
依
て
無
價
.な
る
も
の
と
前
提 

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
，

,
.'
故
に
農
業
，ビ

H

業
ビ
は

»

子
：部
分
の
決
定
に
關
係
あ
る
雨
資
本
部
分

(

賃
銀
遒
具

)

は

:!
!
:

(

通

に
 

す
る
げ
れ
ど
む
、是
に
關

：

係
：の

^

S

 

:部
分
を
共
通
に
は
し
な
い
。
然
る

(:
前
の
#
資
本
部
分
に 

由
て
決
定
せ
ら
れ
た

®

子
を
、資
本
に

»

し
て
算
當
す
る
：場
合
に
は
、後
者
も
亦
資
本

V
J

し
て
計 

算
の
中
に
入
れ
な

.
け
れ
ば
な
ら

‘ぬ
。
而
し
て
此
部
分
は

.
製
造
業
資
本
に
.の
み
存
す
る
の
で
あ 

る
。

::
を
れ
故
原

•

員
物

^

に
：製
造
産

■物
の
價
値
が
锻
用

'勞
働
に
依
て
定
め
ら
れ
、賃
子
は
此
债 

値

^

比
例
し
て
原
生
產
物
と
製
造
產
物

.

_
の
，兩
.所

有

卷

に

分

配

せ

ら

れ

る

も

の

ビ

假

定

し

て 

も
、即
ち
.原
生
產
及
び
製
造
工
業
に
於
て
生
ず
る
賃
子

^

分
が
、
*

れ
イ
\

生
產
物
に
数
や
，

3

れ
. 

な
勞
働
量
に
比
例
す
る
と

し

て
も
、農

.業
及
び
：製
造
業
に
役
下
せ
ら
れ
た
資
本
涵
資
本
に
對
し

.

.

.

.

.

.

.

. 

.....

.

.

.

.

.

 

-

.

,
て
賃
子
が
利
潤

'、ヒ
し
て
割
當
て
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
が

)

相
互
の
此
例
は
投
せ
ら
れ
た
勞
働
量
、及

び
：こ
の
勞
働
，

#

に
货
て

.決
„定
せ
ら
れ
：た
«

. 

物
及
び

.
製
造
產
物
の
上
に
歸
：す
る
赁
子
部
分
が
等
大
な
る
場

.合
、製

造

資

本

，は
^-
業
資
本
ょ
り 

も
其
中
に
合

^

れ
_て
居
る
原
料
：價
姐

.丈
け
大
き

’い
の
で
あ
る
。：
而
し
て
此
惊
料
價

'値
は
生
.じ 

た
る
：賃
子
を
利
潤

V

し
て
を
れ
，に
算
.當
す
べ
き
製
造
資
本
を
ば
：增
大
せ
し
め
は
す
る
が
、利
潤 

V
 

•其
#

は
增
大
せ
し
め
ず
、又
從

.つ
て
同
時
に
農
業
を
も
併
せ
支
配
す
る
一
般
資
本
利

'̂
率
を

7 

降
せ
し

U

る
の
結
果
を
來
た
す

•か
ら
、農
業
に
於
て
は
必
然
的
に
此
和

p

«
に
.侬
て

^

沿
を

rt
: 

算

し

.
^
跡

に

補

ほ

赁

子
：

Q

 

:
|部
分
が
殘

.ち
な

<

て
は
な
ら
ぬ
喾

:̂
の
で
あ
る

''
0

:

:

,故

に

'1
)
1 

. 

生
產
：物
の

«

値
が

1

用
勞

#

に
、等

し

：く0

す

れ

ば

运

。
民0
も
亦
最
も
不
利
な
る
事
情
の
下 

'

に
：雜

ら

れ

た

生

：產」

物
に
就
て
：承
認
し
.た
や
ぅ

^
ニ
般
賃
子
の
前
提
條
件

1

即
ち
充
分
な
る 

勞
.働
.の
生
產
能
率
、及
，び

土

地

資

本

の

私

有

^
—

が
備
は
る
限
り
、原

在
靡
物
の
偾
値
は
如
何
に 

: 

小
さ
く
て
も
、或

.

.は
農

_

勞

'«
の
生
產
能
率
、即

ち

,±
ii
L
.
-
'
の
*

度
，は
女

^

に
ft
*

く
て
も
地

|*
'

は
.必
；

:

t

.發

.

.生
し

な

サ

れ
.ば
な
ら
ぬ
。

.…

實
際

0

摩
易
上

■
に
於
て
、少
く
も
倒 

.

と
の
法
則

.に
向

_つ
.て
歸
向
が
通
則
で
本
る

.：限

\

地
'代
も
：亦
通
則
-で
あ
冬
フ

:

:

第
十
四
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I
P
S
I
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ロ
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第十四卷

-
(
1

i

〇
>

:$

-m
ロすドべ

T

K
の
地
代
論
令
カ
ゲ
ド
ナ 

，

ー

號

二

八

で
資
本
利
潤
の
み
が
生
ず
れ
ば
そ
れ
は
；

R
i
s
d
o
Q
,
,

云
ふ
や
ぅ
に
本
寧
の
狀
態
窆

s
s
p
r
a
n
g
H
c
h
e

 

Z
u
s
t
a
n
d

で
は
な

.く
て

.|

個
の
變
態

A
b
n
o
r
m
M
t

に
過
.ぎ
ぬ

/(S. 

9
6
-100〕

。
 

'

以

上
が
利
潤
及

」

び
：地
代
の
原

1!
で
茶
業
家

«

_
、
«

子
、
®

地
料

l

i

r

l

l

l

 

N

f
 

?
 

s

k

何
n

も
？

說
明
〃
さ
れ

5

本
w

m

i

M代
と

£

に
細

分

せ
6

れ
？

の
こ
外
ょ

:

達

で

'

.

. 

—

'
.七

.：.

.

-

•

 

•
 

-

:

S

I

O

の
地
代
論
の
辦
造
ど

R
o
d
b
e
r
t
u
s

の
ビ
の
相
違
は
旣
に
上
述
に
依
て
^
に
せ
ら
れ
た

寒
^

思
ふ
カ

I

に
之

「

に
龙

.へ
て
資
本

’利
：_

及
び
地
代
は
如
何
な
る
原
因
に
®
て
增
減
す
る
か 

を
一
見
る

：_
R
o
f 

t
u
s

の
學
歲
苎

 

I

；

玆
に
增
減
高
低
ビ

.云
ふ
の
は
；資
本
篇
に
就
て
は
刺
澗
额
の
資
本
に
對
す
る

W

分
5

增 

減
、地
代
に
就
て
ば

1

養

積

の

土

地

S

ず
る
地
代
额
の
僧
減
を
斤
す
も

..
の
で
ぁ
る
が
、内

a

丨
 

b
e
t

は
是
に
就
て

;
三
個
の
法
則
を
立
て
る

。
:

ン
第

1.
、一
定
の

'生
：產
物
：谓
做

^

し
く
は

：'

.
 

丨
タ

£
:
,

匐
を

.云
へ
は

J

定
の

-國
风
的
生
產
物
與
へ
ら
れ
た
る
揚
合
に
は
貨
子

|

役
の
脔

E

i

i

l

l

r

l

l

s

l

i

i

l

l

l

i

i

i

r

i

i

l

l

i

g

p

F

B

i

l

i

i

l

r

i

i

l

l

 ̂

g
t
,
i
i

は
賃
銀
の
高
低
ど
反
比
例
し

」

 

賃
銀
低
け
れ
ば 

:

賃
子
；は
益
令
，高
く
、一

 

般
に
勞

«

の
生

.產
能

_

高
け

-れ
ば
賃
銀
は
益
を
低
く
、賃
子
は
益
冷
高
し

。

:

:

ン
第
ー

r
ft
へ
ら
れ
、た
る
生
產

「

物
®

値
の
下

'
で
，賃
子
の
高
低
が

1
:

定
'せ
.る
.
®

合
に
は
地
代
ど
資

■

:

本
利

_

ヒ
の
未
れ
：ぐ

の

：高

低

は

相

互

に

反

比

例

し

、又

夫

れ

く

：.原

生

產

勞

ー

働

ど

製

造

勞

働
.,

ヒ
の
：生
產
.能
率

^

高
低

.に
£.
;:
比
例
す
る
。：

〔

地
代
の
高
低
は

*

本
.利
澗

0

高
'低
及
び
原
生
產
勞 

働
の
生
產
能
率
に
反
比
例
し
、資
本
利
潤
の
高
低
は
地
代
の
高
低
及
び
製
造
勞
働
の
生
産
能
率 

に
：反

比

例

ず

る
0
義
：

〕

地
代
益
'
令
高
け
れ
ば

(

若
し
く

は
低
け
れ
ば

i

本
利

.潤
益
々
低
く

(

若
し
く

.:
は
益
命
高
く

)

、又
1反
：對
に
鹜
本
利
潤

.の
«-
に
高
低
ぁ
る
と
き
亦
同
じ
。
原
生
產
勞
働
箬
く
し
は

•

. 

.

. 

.

.

.

.

'

:
.::
. 

■ 

• 

. 

.

.

. 

■

.:

;■
:製
造
勞
働

)

の
生
產
，能

_

が
益

>

高
く
苦
し
く
ば
益
々
低
け

.れ
ば
、地
代

(

若
し
く
は
資
本
利
澗

)

は 

'
益
々
低
く

.或

は

益

：
々

高

ぐ

、
又

：交

.瓦
に
資
：本
利
潤
：若
：し
く
は
'
地
’代
ば
益
々
高
く
或
は
益
令
低
し
。

:
■:
;
第
三
、資
本
籾
潤
の
高」

低

a 

一.
般
勞
働
生
産
.能
率
ヾ」

原
生
.產
勞
爾
熊

率

及

び

製

造

..勞
働
能
率
と
の

.關
係

‘

〗

に
由
て
足
め

ら
：：

れ
る
が
、地
代

"
の：高
低
.は

M
lに此

I

生
產
，.物
價

«

量
ハ
の
'
大

小

(Gr6sse des. p
ro—

. 

.

. 

. 

•

.d
u
M
w
e
r
t
h
s
)

•

し
.く
は
與
へ
冬
れ
た
る
生
產
能
率
の

.
下
：で
、生

產

に

投

せ

ら

る

、
勞
働
量
若
し
く

•

:

:

.

m

十
四
卷
1

:
,
C
J

3t
H
l
.
.

)

，，
躺

撒

.，

■«
ナ
&
-ぺルト
-ス'砂地
.
3
^
|
と
.
¥ヵ
.ルド
* 

•
第
十
一
诚
二
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(

一
 
五
三
ニ)

論

就

'ロ
ォ
ド
ぺ

;v
ト
ス
の
地
代
論
と
”
ヵ
か
ド
ナ 

笫

十

一

雛

三

0

は
生
產
力

.

.

P
3
d
u
k
d
v
k
r
a
f
t
«

に
由
て
定
ま
る
。

(S. 

1
1
5
6

'
.第

.一
の

.法
：則

は

殆

；と

說

一

明

：を

;®
し
な
い
。

賃
子
ば
國

.民

.所
得
：か

&
賃
銀
を
控
除
し
た

«
額

‘ 

を
以

V

成
る

.の

.

.であ
る

'か
ら
、賃

銀

0
高
彼
と
を
の
狻
額
ビ
が
反
對
の
方
向
に

1|
く
の
は
當
然 

で
あ
る
。

而

し

て

ぎ

a
b
l
s
も

多

く

t

の
經
濟
學
潜
と
共
に
賃
銀
は

”
煆

R
纷
働
莕
の
生
活
必 

要
嫂
.
額
に

0
. 
0

す
る
も
の
ど
認
め
て
屑
つ
た
か
ら

(

p 

S)

勞
働
の
生
產
能
率
が
發
達
す
れ
ば 

す
る
猫
、勞
働

«
以
外
の
者
の

.̂;
に

»
す
ベ
き
部
分

(

即
ち
貨
子

)

は
增
大
す

.る
の
が
當
然
で
あ
る

0 

次
，に
賃

.子
は
前
述
の
如

5<
、原
生
產
物

0
.價
値
ビ
製
造
產
物
の
，價
値

.

V

R
比
，例
し

.て、此
-
者
の

>

 

-

•

 

•

 

.

 

,

 

I

 

-

 

.

 

. 

.

.

 

.

 

.

間
に
分
配
せ
ら
れ
.る
の
で
ぁ
る
か
ら
、原
產
：物
の
價
値
が
高

.け
れ
ば
、を
れ
：丈
け
原
產
業
に
歸
屬 

す
る
賃
子
は
：增
加
し
て
、製

.造

.業
：に
歸
觸
す
る
部
分
は
減
少
す
る
。

而
し
て
農
產
物
の
價
値
が 

騰
貴
ず
れ

W
、を
れ

ft
製

®
業
に
取
て
は
原
料
の
騰
貴
を
意
味
す
る

©•「

.で
あ
る
か
ら
，從
て
を
れ 

丈

.け
利
潤
率
の
下
降
す
る
こ
と
を
意
味
し
，利
澗
率

0
下
降
は
農
業
資
本
に
對
し
て
算
當
せ
ら 

る
べ
き
利
潤
の
減
少
、從
て
そ
れ
が
控
除
甘

ら

れ
た
跡
に
殘
る
べ
き

.地
代
の
增
加
を
意
味
す
る
。
 

_
る
に
前
提

•

に
依
て
惯

'値
は
勞
働

«
用
に

®
て
定
ま
る
の
で
あ
る

.か

.ら

、勞

働
能
率
の

.增
*

に 

'
由
て
、

一

定
單
位
量
貨
物
に
投
.せ
ら
る

V
勞

働

量

，が
へ
減
少
す
れ
ば
、價

«
は
下
落
す
る
。

即
ち
製

, 

■ 

■

造
業
勞
働
の
，生
產
能
率

.が
增
進
ず
れ
ば
、農
乘
に
歸
屬
す
る
食
子
、從
て
地
代
は
增
加
し
，そ
の
反 

對〈

に
農
業
勞
働

0

能
率
が
增
進
す
れ
ば
利

_

は
«*
貴
す
る

0
,で
：あ
る 

;

、

*.
3

て
以
上
は
生
：產
能
率
の
增

.減
か
ら
生
す
る
地
代
、利
潤

0
:高
低

.で
あ
、る
が
、最
後
に
生
産
能

率
，’に
は
全
く
變

.化
が
な
く
て

"た

'、
生
産
に
投
せ
ら
る

.
>勞
働
葙
し

:<
は
生

«

- 

-加
.し
*

ら
具
，
_體
_
:的
，に
云

;へ
は
：
■梦
卿
考
人
ロ
が

.增
in
し
,/2

ら
3何
ぅ

.云
：ふ
結

.染

.が
生

.す
る
，か
と
云

.

:
ふ
問
題
が
殘
つ
て
、第
三
：の
法
：則
#

是
に
答
へ
る
も
の
で
あ
る
。
今
迄
ょ

&

も

多

®

の
勞
働
が

. 

生
*:
;に
投
せ

&
:れ
る
の
で
あ
る
か
ら
生
產
物
の
價
値
額

.は
無
論
增
加
す
る
。
併
し
生
産
能
率 

,. 

:
:に
：は
全
然
何
等
の

®

#
力
な

.い
ビ
云
：ふ

©

定
で
あ
る
か

.
’ら
、賃
銀

ビ

賃
子
と
の
割
合
は
前

s

變

.

.

.

:

ら
攻
い
。
賃
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胸
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れ
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割
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い
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地
代
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卜
の
絕
對
額
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す
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で
あ
る
。
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乙
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述
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如
く
、利
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澗
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產
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へ

：
.

化
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額
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加

し
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'
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ン
ギ
同
じ
割
合
で
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鹜
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增
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し
.て
居
る

0-
で
あ
る
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然
る
-に
地
代
に
な
る
ど
其
高
低
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:

.
地
代
額
め
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定
两
橫
に
對
す
る
關
係
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謂
ふ

0

で
あ
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述
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如
く
勞
働
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t
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僧
加
に
.曲 
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て
地
代
絕
對
额
ば
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し
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當
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ら
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ベ
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積
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し
な
い
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あ

.

.

.

:

;
第
十
四
卷

'
P五三三

)

.'
論

，骯
ロ
方
ド
ぺ
ル
卜
ス
の

'地代論

.と.衫ヵル

1*
方 

第
十一

號

H

.

:



0

4

,

:
m
十叫

#
. 

^
0
 ̂

 ̂

ロ

-K
Kペルトス

.の
地
代
論
と》

力
ル
ド
太 

第
十

5

Hニ

る
か
ら
、地
代
の
高

.低

^

_
は

つ

-C
來
な
け
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,あ
る
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地
代
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低
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:

 

荆
潤
と
は
違
つ
て
远
に
別
の
ニ
變
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原
因
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す
る
こ

V
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な
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.あ
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O
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；單
に
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ロ
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に
由

る

地
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の；騰
：貴
を

•農
產
物
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價
値
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俟
た
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し
て
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即
ち
土
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條
件

ビ
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ず
る
の
で
あ
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o
d
b
e
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は
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地
生
產
力
の
礙
劣
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度
外
し
て
議
論
を

«

め
て
來
た
が
、彼
れ
の
觅
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思
乙

ろ

R

依
；_れ
.ば
土
；地
生
產
力
に

.差
：等
の
あ

る

事
實
に
逢
つ
て
も
右
の
理
論
は
困
難
を
威
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な
.
い
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土
地
生

_

カ
の
窣
等
は
地
代
に
差
等
を
生
せ
し
む
る
原
因
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な
る
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し
抑
も
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代
，そ
の
者
を
發
生
せ
し
め
.
る
服
因
に
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な
ら
ぬ
と
云
ふ

.の
：で
あ
る
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地
味
の
差
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が
地
代
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め
濟
を
發
生
せ
：し
.
め
る
の
は
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後
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や
さ
.
れ
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±

地
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生
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合
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限
る
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で
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.，る
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±

地
產
物
が
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下
勞
働
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應
じ
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價
値
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る
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け
れ
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ぬ
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笱
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の
勞
働
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し
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‘農
產
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値
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す
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間
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造
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に
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業
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す
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あ
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.
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せ
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あ
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.
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一
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す
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も
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す
る
。
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而
し
七

1«
:
流
“出
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令
 

あ
る
‘か

^
云
ふ
ど
勿
論
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* 

產
物
の
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供
'給
が

•
'減
.少
し
て
農
產
物
の

‘供
給
.が
增
加
す
る
ビ
云
ぶ

*

の，外
に
は
な
い
。
然
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此
‘流
.出
入
ば
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；M
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ま
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を
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な
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本
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新
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し
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收

.め
，る
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.と
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出
，來
な

.ぐ
な

.'
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點
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最
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土
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れ
れ
資
本
が
資
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潤
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る
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地
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す

る

か

、
又.は

收

權
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用
が
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は

れ
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,い：場
合
に
は
容
易
に

‘此
點
に
；到
寧
せ
ず
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«
良
通
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乏
し
て

M

る
か

、
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欣
權

.遞

鉍

法

則

へ
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作

用.が
落
し
く
現
は
：れ
て
居
る
場
合

^
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を
の
度
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結
果
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あ
る
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し
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落
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猶
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兩
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す
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應
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熱
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よ
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應
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す
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